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「WORK BOLD」　小柳建設と人、社会、自然をつなぐ　CSRレポート2016

WORK BOLD : 直訳すると、大胆な仕事、果敢な仕事。あるいは、力強く、際立っ
た働き。困難な仕事にも果敢に挑む強い意志を持って、しっかりと社会に貢献
していきたいという小柳建設の想いを込めました。

All photographs by:嶋本丈士    http://jojishimamoto.com
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。
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特
集　
新
潟
県
加
茂
市
金
剛
谷
法
面
工
事

人
を
、自
然
を
、守
る
。

　
田
上
地
区
交
差
点
改
良
第
2
次
工
事

新
潟
初
、事
故
を
な
く
す
交
差
点
に
挑
む
。

　
見
附
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銭
湯
建
設
工
事

〝
健
幸
〟な
街
、そ
の
象
徴
を
つ
く
る
。

　
日
本
橋
川
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

水
の
都
復
活
へ
、夢
を
担
う
。

　
国
道
２
８
９
号
２
号
橋
梁
下
部
そ
の
３
他
工
事

歴
史
に
埋
も
れ
た
道
を
、表
舞
台
に
。

　
環
２
仮
設
道
路
整
備
工
事
そ
の
4
ー
２

息
を
凝
ら
し
て
刻
む
、最
後
の
一
歩
。

　
社
内
で
の
取
組
み

　
新
潟
県
県
央
地
区
除
雪
事
業

雪
を
も
溶
か
す
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
。 

　
五
十
嵐
川
災
害
復
旧
助
成
事
業 

永
田
新
橋
床
板
・
取
付
道
路
工
事

川
と
と
も
に
あ
る
、穏
や
か
な
暮
ら
し
を
再
び
。

　
燕
市
中
央
公
民
館
耐
震
改
修
等
工
事

〝
取
り
合
い
〟に
見
せ
る
、熟
練
の
腕
。
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人
を
、自
然
を
、守
る
。

特
集　
新
潟
県
加
茂
市
金
剛
谷
法
面
工
事

強
い
意
志
で
続
け
た
10
年
を
超
え
る
難
工
事

　

新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
加
茂
市
は
、
古
く
か
ら「
北

越
の
小
京
都
」と
呼
ば
れ
て
き
た
。
平
安
時
代
に
は
京
都
の
上
賀

茂
神
社
・
下
鴨
神
社
の
社
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
地
名
の
由
来
で
あ

り
、鎮
守
社
で
あ
る
青
海
神
社
の
祭
神
も
京
都
か
ら
分
祀
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

東
西
に
細
長
く
広
が
る
市
街
地
の
真
ん
中
を
流
れ
る
加
茂
川

に
は
い
く
つ
も
の
橋
が
架
か
り
、古
い
街
並
み
と
相
ま
っ
て
小
京

都
と
形
容
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
に
彩
ら
れ
て
い
る
。

　
青
海
神
社
が
鎮
座
す
る
加
茂
山
の
懐
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
家
々

が
立
ち
並
ぶ
金
剛
谷
地
区
は
、道
路
脇
の
水
路
を
加
茂
山
か
ら
の

湧
き
水
が
流
れ
、
春
に
は
雪
椿
、
秋
に
は
紅
葉
を
間
近
に
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
、加
茂
の
奥
座
敷
と
い
っ
た
風
情
の
町
で
あ
る
。

　
た
だ
、急
峻
な
谷
間
に
広
が
っ
た
町
だ
け
に
住
民
は
災
害
と
隣

り
合
わ
せ
で
暮
ら
し
て
き
た
。こ
の
た
め
新
潟
県
は
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
に
指
定
、対
策
工
事
を
小
柳
建
設
が
請
け
負
っ
た
。

　

加
茂
は
か
つ
て
小
柳
建
設
が
本
社
を
置
い
て
い
た
ゆ
か
り
の

地
で
あ
り
、
今
も
本
店
を
置
く
。「
災
害
出
動
の
要
請
が
あ
れ
ば

真
っ
先
に
駆
け
つ
け
て
き
た
し
、金
剛
谷
は
小
柳
が
絶
対
に
守
る

と
い
う
強
い
気
持
ち
だ
っ
た
」と
常
務
執
行
役
員
の
片
野
正
之
は

語
る
。
急
傾
斜
地
対
策
と
そ
の
後
の
災
害
復
旧
を
合
わ
せ
る
と
、

金
剛
谷
で
の
難
工
事
は
足
掛
け
10
年
を
上
回
る
も
の
と
な
っ
た
。

常務執行役員
営業本部副本部長

片野 正之

環境保全事業部
事業部長

井出　光

社員の強い連携が
大きな成果を生んだ。
小柳建設の発祥の地である加茂を守る。その思い
が組織内の壁を超え、社員が一丸となった原動力
だった。みんなが十二分に力を発揮した記念すべ
きプロジェクトとなった。

６人で紡いだ
地域とのつながり。
金剛谷地区の法面補強工事は６人の現場責任者
が交代で担当した。住民の方々へのきめ細かな対
応や施工ノウハウなど、うまくバトンをつなげたこ
とが成功のカギとなった。
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急斜面に施工された緑化。自然な植生と景観を保つため、古木を守りながら施工している。

急峻な斜面においても、緑化工法の効果は着実に現れている。

特
集　
新
潟
県
加
茂
市
金
剛
谷
法
面
工
事

小
京
都
の
景
観
を
守
る
た
め

独
自
の
緑
化
工
法
に
挑
む

　

崩
落
の
危
険
性
が
高
い
場
所
は
斜
面
に
鉄
の
ア
ン
カ
ー
を
深

く
打
ち
込
ん
で
強
度
を
高
め
、表
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
格
子
状

に
造
成
し
た
法
枠
で
覆
う
本
格
的
な
法
面
補
強
工
事
が
金
剛
谷

地
区
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

だ
が
、
道
路
は
狭
く
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
は
入
れ
な
い
。

し
か
も
急
斜
面
の
下
に
は
墓
地
が
広
が
っ
て
い
る
。墓
の
間
を
縫

う
よ
う
に
工
事
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を
這
わ
せ
て
、小
型
の
機
械
を
搬

入
し
た
。
機
械
を
一
旦
解
体
し
て
運
び
入
れ
、
現
場
で
組
み
立
て

直
す
こ
と
も
あ
っ
た
。崖
の
高
さ
は
一
番
高
い
と
こ
ろ
で
高
低
差

50
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
。現
場
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
命
綱
を
頼
り
に

斜
面
に
張
り
付
い
て
作
業
を
行
っ
た
。

　

も
う
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
景
観
と
の
調
和

だ
。美
し
い
景
観
が
貴
重
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
地
域
だ
け

に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き
出
し
の
法
枠
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
こ
で

小
柳
建
設
で
は
、
法
枠
上
を
緑
化
す
る
工
法
に
初
め
て
挑
ん
だ
。

特
殊
な
袋
状
マ
ッ
ト
で
法
枠
を
覆
い
、そ
こ
に
用
土
や
水
を
注
入

し
て
成
育
基
盤
を
整
え
、
植
物
を
育
て
る
の
だ
。
こ
の
工
法
で
岩

盤
上
に
植
生
し
た
実
績
は
あ
っ
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、

現
場
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
法
枠
上
に
緑
を

復
元
し
て
い
っ
た
。手
作
業
で
仕
上
げ
る
部
分
も
多
く
苦
労
の
連

続
だ
っ
た
が
、
今
で
は
周
囲
の
植
物
が
遷
移
し
、
見
事
に
景
観
と

調
和
し
て
い
る
。

　
困
難
な
条
件
の
中
で
学
び
、
高
め
た
技
術
。
そ
れ
が
美
し
い
自

然
の
中
で
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
影
で
支
え
て
い
る
。

環境保全事業部 法面工事課 主任
石塚 俊也

統括積算部 所長
渡邊 貞介

環境保全事業部 法面工事課 課長 
樋口 竜也

金剛谷地区は住宅や寺、学校などが肩を寄せ
合うように立ち並ぶ地域での工事だけに、住
民の暮らしや安全を妨げないよう、歴代の現
場責任者たちは細心の注意を払った。
「会社名と名前を覚えてもらい、よい関係を
保つために、責任者が代わる度に必ず地域の

方に挨拶回りをした」（渡邊）。
「お墓参りの邪魔にならないよう工事を止め
たこともある」（樋口）。
「現場管理の基礎やコミュニケーションの大
切さを金剛谷であらためて学んだ」（石塚）。

美しい紅葉を見せる加茂市内。この景観の保全に自治体や市民が積極的に取り組んでいる。
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特
集　
新
潟
県
加
茂
市
金
剛
谷
法
面
工
事

加茂市五番町区長・船久保 幹夫さん

耕泰寺住職・知野 東悟さん

地元への細かい気配りに感謝したい。

子供たちを安心して遊ばせられる。

若い人たちの懸命さに打たれた。

　金剛谷地区は行政区分上、五番町
と上町とにまたがる。この地で生ま
れ育った船久保幹夫さんは五番町の
区長を務めて７年目。「加茂川は改
修工事で水害の危険がなくなりまし
たが、大雨が降ると崖崩れがずっと
心配でした」。
　その崖崩れを防ぐ工事を担った 
小柳建設については、「住宅街での
工事だったので神経を使ったと思い
ます。ひと月に一度は報告に来てくれ

たし、住民の安全対策や騒音防止に
も十分配慮してくれました。ゴールデ
ンウイークで加茂山公園の人出が 
多くなる時期には、現場スタッフの 
人たちが総出で遊歩道のゴミ拾い 
をしてくれたこともありました」と振り
返る。
　その気持ちを船久保さんは感謝状
という形にして小柳建設に渡してく
れた。工事に関わったすべての者た
ちにとって、何よりの宝となっている。

　開園から60年を迎えた本量寺保
育園には、加茂市内全域から約150
人の園児たちが元気に通ってくる。
その園庭のすぐ近くまで急斜面が
迫っており、雪と一緒に表層が崩れ
ることもあった。
　「何より子供の安全が第一。土砂
崩れ防止工事をきちんとやっていた
だいたので、子供たちを安心して遊
ばせられます」と園長の大森蓉子さ
ん。工事中、働く人や動く機械に子

供たちは興味津々。そこで、現場責
任者だった環境保全事業部法面工
事課の石塚俊也は、子供たちを招い
て見学会を開いた。
　「作業を順に説明しながら、近づく
と危ないということを理解してもらうよ
うにしました」。安全教育を兼ねたこ
の見学会でも子供たちは大はしゃぎ。
　「その後も工事を見るのを本当に
楽しみにしていましたね」と大森園長
は懐かしそうにほほえんだ。

　金剛谷の一番奥まった場所にあ
る耕泰寺は、1600年開山の由緒ある
お寺。現在の住職、知野東悟さんで
25代目という由緒ある禅寺である。
耕泰寺には鐘撞き堂がない。鐘の響
きで山が崩れるからだ、と言い伝え
られるほど崩れやすい急斜面に接し
ている。2011年の新潟・福島豪雨で
はすぐ脇の斜面が崩れ、道路をふさ
いだ。その復旧工事も小柳建設が

担当した。「墓があるので工事は大
変だったと思います。工事の最中に
土の中から古い骨が出てくることもあ
りましたが、小柳建設の人が私を呼
びに来てくれて、心を込めて弔うこと
ができました。とにかく若い人たちが
一生懸命やってくれたことが印象に
残っています」と知野住職。先人たち
の魂 が落ち着いて休める環 境 が
整ったことに安堵している様子だ。

園児を招いた現場見学会。

〝
取
り
合
い
〟に
見
せ
る
、熟
練
の
腕
。

燕
市
中
央
公
民
館
耐
震
改
修
等
工
事

本量寺保育園園長・大森 蓉子さん
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予
期
せ
ぬ
課
題
を
解
く
臨
機
応
変
の
柔
軟
性

　
信
濃
川
の
分
流
、
中
ノ
口
川
の
左
岸
に
そ
び
え
立
つ
、
水
道
の

塔（
旧
浄
水
場
配
水
塔
）。国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
も
あ
る
こ
の

塔
の
足
元
に
中
央
公
民
館
や
文
化
会
館
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

燕
市
の
中
核
文
化
施
設
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
各
種
の

教
養
講
座
や
展
示
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
開
か
れ
、
こ
の
場
所

で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
楽
し
む
市
民
も
多
い
。学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
集
い
、語
ら
い
、交
流
を
深
め
る
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
拠
点
で
あ
る
。

　
中
央
公
民
館
は
完
成
か
ら
40
年
以
上
が
経
ち
、大
規
模
な
改
修

が
必
要
な
時
期
を
迎
え
た
。
併
せ
て
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め

の
耐
震
補
強
工
事
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
改
修
工
事
の
場
合
、建
物
と
し
て
残
す
部
分
と
取
り
壊
す
部
分

が
あ
る
。
図
面
や
外
観
か
ら
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
仕
上
げ
を
は

が
し
て
み
る
と
問
題
が
現
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、

古
い
部
分
の
水
平
・
垂
直
が
経
年
変
化
で
微
妙
に
ず
れ
て
い
た

り
す
る
と
、
改
築
す
る
部
分
と
の〝
取
り
合
い
〟（
部
材
の
組
み
合

わ
せ
や
接
続
）が
お
か
し
く
な
る
。「
取
り
合
い
を
い
か
に
う
ま

く
合
わ
せ
る
か
。
そ
れ
が
改
修
工
事
で
の
腕
の
見
せ
所
で
す
」。

大
規
模
施
設
の
改
修
経
験
が
豊
富
な
現
場
責
任
者
、笹
川
雅
史
は

そ
う
話
す
。

　
現
場
入
り
し
て
は
じ
め
て
分
か
る
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
。

笹
川
は
、「
一
人
で
悩
ん
で
い
て
も
仕
方
が
な
い
」と
割
り
切
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談
し
、
話
を
聞
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
一
人
ひ
と
り
が
勝
手
に
動
い
て
い
た
ら
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
。

人
と
人
が
一
緒
に
な
っ
て
何
か
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
事
で
す
」。
笹
川
は
人
懐
こ
い
笑

顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う
断
言
す
る
。
笹
川
自
身
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
接
続
拠
点
と
な
っ
て
、会
社
の
先
輩
た
ち
や
現
場

に
い
る
ス
タ
ッ
フ
、外
部
の
協
力
会
社
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
の〝
取
り
合
い
〟を
う
ま
く
合
わ
せ 

る
こ
と
で
、「
予
期
せ
ぬ
課
題
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
が
身
に
付

い
た
」。

　
本
工
事
は
大
規
模
改
修
に
加
え
て
、耐
震
補
強
も
同
時
進
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
工
程
管
理
は
さ
ら
に
複
雑
だ
。
し
か
も
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
文
化
会
館
な
ど
他
の
施
設
は
平
常
通
り

使
用
さ
れ
て
お
り
、
人
の
出
入
り
も
あ
る
。
笹
川
が
心
が
け
て
い

る
の
は
、「
工
事
で
は
な
く
、施
設
を
使
う
人
を
最
優
先
す
る
」こ

と
。
そ
の
た
め
に
、
施
設
側
と
も
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
欠
か
さ
な
い
。

　
す
べ
て
は
こ
こ
に
集
う
人
た
ち
の
た
め
に
あ
る
ー
。

　
笹
川
は
い
つ
も
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、大
規
模
施
設
工
事

の
現
場
に
立
ち
続
け
て
い
る
。

写真の右側（文化会館）は工事中も平常どおり使用されている。訪れる人の安全確保も重要になる。

改修工事と耐震補強工事が同時進行する現場の工程管理は複雑だ。

株式会社コンステック 新潟営業所
池田 拓人
耐震補強用ブレス（左写真）の重さは
1本360キロ。コンステックの池田さ
んは、「重量物を現場で組み立てるの
で安全確保のため笹川さんと何度も
話し合いました」と振り返る。

建築事業部 所長
笹川 雅史
「どの現場でも、トラブルなく工事を
終えた時は気持ちが晴れ晴れしま
す」。人が集まる公共施設の現場経
験が豊富な笹川は、いつも使う人の
目線で改修工事を進める。

燕
市
中
央
公
民
館
耐
震
改
修
等
工
事
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新潟初、事故をなくす　
　　　  交差点に挑む。

時
間
勝
負
を
制
し
た
緊
密
な
連
携

　
信
濃
川
下
流
域
に
広
が
る
田
園
地
帯
。
そ
の
真
ん
中
に
、
直
径

30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
円
が
突
然
姿
を
現
し
た
。
円
を
中
心

に
道
路
が
ま
っ
す
ぐ
四
方
に
伸
び
て
い
る
そ
の
様
は
、ど
こ
か
南

米
ペ
ル
ー
の
世
界
遺
産
、ナ
ス
カ
の
地
上
絵
を
思
わ
せ
る
。

　
こ
れ
が
新
潟
県
で
初
め
て
と
な
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト（
環
状

交
差
点
）だ
。ク
ル
マ
は
減
速
し
て
こ
の
交
差
点
に
流
入
、時
計
回

り
に
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し
な
が
ら
、目
的
方
向
の
道
路
へ
と
出
て

行
く
。
交
通
事
故
防
止
に
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
信
号
い
ら

ず
で
環
境
に
も
や
さ
し
い
交
差
点
と
し
て
欧
米
で
は
普
及
が
進

ん
で
い
る
が
、日
本
に
は
ま
だ
50
ヵ
所
ほ
ど
し
か
な
い
。

　

県
内
で
前
例
の
な
い
こ
の
交
差
点
の
舗
装
工
事
を
小
柳
建
設

舗
道
事
業
部
は
、
わ
ず
か
20
日
足
ら
ず
で
完
了
さ
せ
た
。「
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
き
れ
い
に
円
を
描
く
舗
装
は
初
め
て
で
、曲
線
の
施

工
が
難
し
か
っ
た
。
供
用
開
始
ま
で
時
間
も
な
く
、
事
業
部
全
員

で
取
り
組
む
総
力
戦
で
し
た
」。
舗
道
事
業
部
長
の
吉
田
浩
司
は

そ
う
振
り
返
る
。

　

し
か
も
、
施
工
時
期
は
通
常
な
ら
舗
装
を
行
わ
な
い
厳
冬
期
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
温
度
が
下
が
る
と
平
坦
に
敷
き
な
ら
す
こ
と

が
で
き
ず
、品
質
が
悪
く
な
る
か
ら
だ
。

　
入
社
７
年
目
の
清
水
彪ひ

ょ
う
ま目
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
プ
ラ
ン
ト
工

場
と
緊
密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
温
度

を
指
示
、搬
送
中
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
る
な

ど
適
温
に
保
つ
た
め
知
恵
を
絞
っ
た
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
材
が

現
場
に
到
着
し
た
ら
、
適
温
の
う
ち
に
敷
き
な
ら
し
、
締
め
固
め

ま
で
一
気
に
作
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
不
安
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

チ
ー
ム
で
挑
み
、や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。ス
タ
ッ
フ

た
ち
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
、時
間
勝
負
の
工
事
を
制
し
た
。

　
紫
陽
花
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
地
元
・
田
上
町
は
、
町
の
新

た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
期
待
を
込
め
、こ
の
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
を「
田
上
あ
じ
さ
い
交
差
点
」と
名
付
け
た
。

舗道事業部 主任

清水 彪
ひ ょ う ま

目
「道路舗装はいつも時間勝負。時間が
ない中で、先を読んで次に何をする
か。周りに気を配りながら、チームプ
レーに徹しています」。 曲線の仕上がりには、細心の注意を払う。

スタッフの技術が問われる仕事だ。
ラウンドアバウト「田上あじさい交差点」は、
安全性向上だけでなく観光の起爆剤としての期待も高い。

低温のなか、人員と機材、舗道事業部の総力を挙げた作業が続く。

通常なら道路舗装を行わない真冬の作業だけに、
いっそうの迅速性と緊密な作業連携が求められた。

田
上
地
区
交
差
点
改
良
第
２
次
工
事
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見
附
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銭
湯
建
設
工
事

〝
健
幸
〟な
街
、

 
そ
の
象
徴
を
つ
く
る
。

工事の足場が外されたとき、年間
20万人以上の利用が見込まれる新
たな集客・交流施設が市街地の真
ん中に姿を現すことになる。

複
雑
な
多
機
能
施
設
の
施
工
を
支
え
る
緻
密
さ

　
「
建
物
が
で
き
る
前
は
地
図
上
に
は
何
も
な
い
。
建
物
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
図
が
変
わ
る
。お
れ
た
ち
は
そ
う
い
う
仕
事

を
し
て
い
る
ん
だ
と
若
い
頃
、
先
輩
に
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
仕
事
の
醍
醐
味
を
後
輩
に
も
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
見
附
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銭
湯
の
建
設

現
場
で
、現
場
責
任
者
を
務
め
る
笠
原
豊
は
そ
う
語
っ
た
。

　
こ
こ
は
ま
さ
に
街
中
の
地
図
を
、あ
る
い
は
中
心
市
街
地
の
あ

り
方
そ
の
も
の
を
大
き
く
塗
り
替
え
よ
う
と
す
る
現
場
だ
。

　

新
潟
県
の「
へ
そ
」に
位
置
す
る
と
い
わ
れ
る
見
附
市
の
人
口

は
４
万
人
強
。「
見
附
結
城
」な
ど
繊
維
産
業
で
知
ら
れ
た
こ
の
街

も
、
産
業
構
造
転
換
の
荒
波
と
は
当
然
無
縁
で
は
い
ら
れ
ず
、
に

ぎ
わ
い
創
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
街
中
へ

の
集
客
と
市
民
交
流
の
起
爆
剤
と
し
て
市
が
建
設
を
決
め
た
の

が
、こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銭
湯
だ
。

　

市
は
住
民
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る〝
健
幸
〟な
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
、「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
み
つ
け
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る
が
、人
び
と
が
集
い
、語
ら
い
、く
つ
ろ
ぐ
こ

の
銭
湯
は
、そ
れ
を
具
現
化
す
る
中
核
施
設
と
な
る
。

　

市
は
民
間
の
活
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
こ
の
街
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
銭
湯
は
市
が 

発
注
し
、
小
柳
建
設
と
地
元
・
荒
井
建
設
の
特
定
共
同
企
業
体
が

建
て
、
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
き
、
運
営
は
民
間
業
者
が
担
う 

予
定
だ
。

　

地
上
３
階
建
て
の
施
設
は
、
１
階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
ラ
オ
ケ

室
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
え
る
多
目
的
室
な
ど
が
入
り
、
２
階
は
９

種
類
の
露
天
風
呂
と
内
風
呂
、
サ
ウ
ナ
、
３
階
は
岩
盤
浴
と
休
憩

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
、
１
階
と
３
階
は
災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
も
使
わ
れ
る
。

　

多
く
の
機
能
を
持
つ
だ
け
に
一
般
の
公
共
施
設
に
比
べ
て
全

体
の
つ
く
り
が
複
雑
で
、
内
装
は
部
屋
ご
と
に
異
な
る
。
ろ
過
装

置
や
ボ
イ
ラ
ー
、
厨
房
機
器
な
ど
機
械
設
備
も
多
く
、
天
井
内
に

は
多
く
の
配
水
管
な
ど
が
張
り
巡
ら
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ピ
ー

ク
時
に
は
約
１
５
０
人
も
の
関
係
者
が
館
内
至
る
所
で
施
工
に

当
た
る
。そ
れ
を
笠
原
ら
が
中
心
と
な
り
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

管
理
す
る
。「
仕
上
げ
の
細
か
い
部
分
ま
で
す
べ
て
の
関
係
者
が

把
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
常
に
現
場
に
出
て
確
認
、
指

示
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
笠
原
）。
緻
密
な
施
工
管
理
が

あ
っ
て
こ
そ
、こ
の
多
機
能
施
設
は
本
来
の
目
的
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
。
完
成
後
に
は
地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
と
風
呂
に
浸
か
っ
て
み
た
い
。笠
原
は
そ
の
日
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
。

銭湯をはじめとする多機能施設だけに、給湯管などのさまざまな配管が張り巡らされる。

分厚い設計図の束を持ちながら現場を歩きまわって仕上げを確認する。

建築事業部 所長
笠原 豊
工事現場を通りすがった住民から「い
つできるの？」と声を掛けられること
も多く、「完成を待ち望んでいる気持
ちをひしひしと感じます」。

3 ヵ所にウェブカメラを設置し、事務所など離れた場
所からも現場の状況を常に確認できるようにした。
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雪
を
も
溶
か
す
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
。

ド
ー
ザ
ー
、
圧
雪
に
強
い
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー
、
雪
を
巻
き
込
ん
で

飛
ば
す
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
。こ
れ
ら
の
特
殊
車
両
を
使
い
こ

な
す
に
は
熟
練
の
技
を
要
す
る
が
、「
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
配
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
」と
伊
藤
は

言
う
。
雪
の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
構
造
物
は
な
い
か
、
除
雪
に

よ
っ
て
脇
道
や
民
家
の
入
口
が
ふ
さ
が
れ
た
り
し
な
い
か
、配
慮

す
べ
き
点
は
い
く
つ
も
あ
る
。

　
「
自
分
が
担
当
す
る
道
路
の
状
態
や
使
用
状
況
な
ど
は
日
頃
か

ら
注
意
し
て
い
ま
す
。
雪
が
積
も
る
前
に
担
当
の
路
線
を
走
っ

て
、ど
こ
に
な
に
が
あ
る
か
を
頭
に
た
た
き
込
ん
で
い
ま
す
」（
舗

道
事
業
部
主
任
・
横
田
孝
明
）。

　
冬
の
新
潟
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、男
た
ち
の
技
と
揺
る
ぎ
な
い

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
の
路
線
は
お
れ
が
守
る
」と
い
う
使
命
感

　
深
夜
、人
知
れ
ず
雪
と
格
闘
す
る
者
た
ち
が
い
る
。

　
雪
の
降
り
具
合
か
ら
積
雪
量
を
読
み
、仲
間
に
素
早
く
召
集
を

か
け
、
持
ち
場
に
散
っ
て
い
く
。
機
械
を
手
足
の
よ
う
に
操
っ
て

雪
を
取
り
除
い
た
後
は
、人
び
と
が
目
覚
め
る
前
に
そ
っ
と
姿
を

消
す
。

　
大
規
模
工
事
で
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
、人
手
を
か

け
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
な
い
こ
と
に
は
、そ
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
は
な
い
。
イ
ン
フ
ラ
が
機
能
し
な
け
れ
ば
、
日
常
生
活
の
安
全

は
脅
か
さ
れ
、経
済
は
麻
痺
す
る
。そ
の
典
型
が
道
路
で
あ
る
。

　
小
柳
建
設
舗
道
事
業
部
で
は
、
地
元
の
加
茂
市
、
三
条
市
を
中

心
に
新
潟
市
、
燕
市
、
田
上
町
で
延
べ
２
１
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

道
路
の
除
雪
を
行
政
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　
「
委
託
事
業
な
の
で
自
主
判
断
で
出
動
し
ま
す
。
積
雪
量
９
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
が
出
動
基
準
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、道
路

条
件
な
ど
に
よ
っ
て
そ
れ
未
満
で
も
危
険
だ
と
判
断
す
れ
ば
出

動
し
ま
す
」と
舗
道
事
業
部
副
部
長
の
伊
藤
智
克
は
語
る
。

　
指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
で
機
敏
に
動
く
。
そ

の
原
動
力
は「
担
当
す
る
路
線
は
お
れ
が
守
る
」と
い
う
強
い
使

命
感
だ
。

　

除
雪
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
を
使
う
。
小
回
り
が
効
く
除
雪

舗道事業部 副部長
伊藤 智克

舗道事業部 主任
横田 孝明

「いい除雪は機械を動かす腕より気配りです」（伊
藤）。「道路を使う人の立場になって丁寧に除雪
しています」（横田）。

新
潟
県
県
央
地
区
除
雪
事
業

家々が寝静まった頃、除雪車両が並ぶ出動拠点にスタッフたちが集まってくる。 雪を巻き込んで進む除雪ロータリー。雪の下の構造物にも細心の注意を払う。
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水
の
都
復
活
へ
、夢
を
担
う
。

土木事業部 主任
玉木 陽祐
「浚渫工事での現場責任者は今回が
初めてですが、頼りになる現場スタッ
フたちと一緒に東京のど真ん中で成
果を上げたいと思っています」。

有限会社新海 社長
横田 清
「現場が好きで時間があれば浚渫船
に乗っていますが、小柳建設の若い
人たちが河川の仕事に興味を持って、
熱心に質問してくれるのがうれしい
ですね」。

川面と高架に挟まれた狭い空間でも
小柳建設の浚渫船なら大丈夫である。

吸い取った土砂はパイプを通して離れた場所にある
土運船に送る。

日
本
橋
川
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

都
民
が
求
め
た
唯
一
無
二
の
技

　
五
街
道
の
起
点
で
あ
る
日
本
橋
の
下
を
流
れ
、隅
田
川
へ
と
注

ぐ
、
日
本
橋
川
。
水
面
か
ら
わ
ず
か
５
〜
６
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に

は
、
川
の
上
空
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
首
都
高
速
道
路（
首
都
高
）が

走
っ
て
お
り
、車
が
せ
わ
し
な
く
行
き
交
う
。

　
そ
の
首
都
高
の
高
架
下
と
川
面
に
挟
ま
れ
た
狭
い
空
間
で
、見

慣
れ
な
い
船
が
作
業
し
て
い
る
様
子
を
道
行
く
人
が
時
折
、珍
し

そ
う
に
眺
め
て
い
る
。

　

何
気
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
大
都
会
・
東
京
の
一
風
景
だ
が
、

実
は
小
柳
建
設
を
お
い
て
、こ
の
現
場
で
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
作
業
が
で
き
る
建

設
会
社
は
ほ
か
に
な
い
。

　

川
底
の
土
砂
を
さ
ら
う
浚
渫
船
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が

あ
る
が
、ほ
と
ん
ど
は
大
型
で
小
さ
な
川
に
は
入
れ
な
い
。一
方
、

小
柳
建
設
の
船
は
小
型
で
、分
解
す
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
持
っ
て
行

け
る
高
い
機
動
性
を
持
つ
。日
本
橋
川
で
作
業
す
る
船
は
新
潟
県

か
ら
陸
送
し
た
。「
い
く
つ
も
の
橋
を
く
ぐ
ら
せ
、
現
場
に
搬
入

し
、組
み
立
て
ま
し
た
」と
現
場
責
任
者
の
玉
木
陽
祐
は
語
る
。

　

こ
の
現
場
で
小
柳
建
設
が
選
ば
れ
た
訳
は
、
ほ
か
に
も
あ
る
。

川
底
の
土
砂
を
機
械
で
す
く
い
取
る
一
般
的
な
浚
渫
工
法
は
、土

砂
を
水
中
で
巻
き
上
げ
、水
を
濁
ら
せ
て
し
ま
う
。周
囲
を
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
囲
ま
れ
、人
通
り
も
多
い
日
本
橋

川
の
現
場
で
は
そ
う
し
た
工
法
は
適
さ
な
い
。小
柳
建
設
独
自
の

工
法
は
、コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
真
空
状
態
を
作
っ
て
土
砂
を
吸
い

取
り
、圧
縮
空
気
の
力
で
パ
イ
プ
を
通
し
て
、離
れ
た
場
所
に
あ
る

土
運
船
に
送
る
。こ
れ
な
ら
悪
臭
は
出
な
い
し
、水
を
汚
さ
な
い
。

　
小
柳
建
設
は
こ
の
工
法
を
用
い
て
、
皇
居
・
千
鳥
ヶ
淵
や
神
田

川
な
ど
東
京
の
い
く
つ
も
の
川
や
濠ほ

り

で
、水
質
環
境
改
善
に
貢
献

し
て
き
た
。

　
狭
い
川
で
の
作
業
だ
け
に
難
し
さ
も
あ
る
。現
代
の
浚
渫
船
は

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
船
体
の
位
置
や
浚
渫
す
る
深
さ
を
確
認
し
て
い
る
が
、

首
都
高
に
頭
上
を
ふ
さ
が
れ
た
こ
の
現
場
で
は
衛
星
電
波
の
受

信
状
態
が
不
安
定
な
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
え
な
い
。「
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
水
位
と
仕
上
げ
の
高
さ
を
慎
重
に
確
認
し
な
が
ら
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
」（
玉
木
）。
小
柳
建
設
の
社
員
た
ち
は
こ
こ
で

も
熟
練
の
技
を
見
せ
て
い
る
。

　
か
つ
て
は
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ニ
ス
に
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
親
水
都

市
で
あ
っ
た
東
京
。日
本
橋
を
中
心
に
そ
う
し
た
都
市
環
境
を
蘇

ら
せ
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。そ
の
大
き
な
夢
の
一

翼
を
小
柳
建
設
は
担
っ
て
い
る
。
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五
十
嵐
川
災
害
復
旧
助
成
事
業
永
田
新
橋
床
板
・
取
付
道
路
工
事

事
が
始
ま
っ
た
の
は
２
０
１
２
年
。
河
川
の
改
修
に
と
ど
ま
ら

ず
、
上
流
の
ダ
ム
を
か
さ
上
げ
し
、
下
流
部
に
洪
水
調
整
の
遊
水

地
を
新
設
す
る
な
ど
、川
を
つ
く
り
変
え
る
ほ
ど
の
大
規
模
な
計

画
と
な
っ
た
。二
度
と
水
害
は
起
こ
さ
な
い
と
い
う
関
係
各
者
の

強
い
意
志
の
表
れ
で
も
あ
る
。

　

足
か
け
５
年
、
小
柳
建
設
は
五
十
嵐
川
復
旧
事
業
の
現
場
で
、

護
岸
、
河
床
掘
削
な
ど
の
工
事
に
一
貫
し
て
携
わ
っ
て
き
た
。
そ

の
総
仕
上
げ
と
も
い
え
る
の
が
、上
流
部
の
棚た

な
ひ
れ鱗
と
田
屋
の
両
地

区
を
結
ぶ
永
田
新
橋
の
架
け
替
え
工
事
だ
。川
の
湾
曲
部
に
当
た

る
橋
の
た
も
と
か
ら
下
流
部
に
か
け
て
は
、約
３
０
０
メ
ー
ト
ル

に
渡
っ
て
道
路
が
削
り
取
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
川
を
拡
幅
し
て

新
た
に
１
１
０
メ
ー
ト
ル
の
橋
を
架
け
、
道
路
を
付
け
替
え
る
。

稲
刈
り
を
迎
え
る
時
期
に
は
新
た
な
橋
が
開
通
す
る
予
定
だ
。

「
完
成
す
れ
ば
、
雨
が
降
る
度
に
感
じ
て
い
た
住
民
の
方
々
の
不

安
も
や
っ
と
解
消
さ
れ
る
は
ず
で
す
」。
橋
げ
た
の
上
で
続
け
ら

れ
る
作
業
を
見
つ
め
な
が
ら
、髙
橋
は
静
か
に
そ
う
語
っ
た
。

川
と
と
も
に
あ
る
、

穏
や
か
な
暮
ら
し
を
再
び
。

右手の橋が完成すると左手の現橋は取り壊され、
復旧工事が終わる。

増水を防ぐために川幅を広げ、堤防を新設。写真
奥の棚鱗地区と手前の田屋地区を新橋が結ぶ。

五十嵐川上流の湾曲部で架け替え工事が進む永田新橋。2011年水害では下流部に向かって約300メートルも道路が崩落した。

土木事業部 所長
小野 幸雄
危険な現場をいくつも経験してき
た小野だが、「現場のすぐ下を川が
流れている。転落防止の安全対策に
細心の注意を払っている」。

常務執行役員 土木本部 副本部長
髙橋 勝行
永田新橋の架け替えは五十嵐川本
流部では最後の災害復旧事業だけ
に「早く完成させて地域の人たちの
不安解消につなげたい」。

足
か
け
５
年
に
及
ぶ
災
害
復
旧
の
総
仕
上
げ

　
「
有
事
に
こ
そ
真
価
を
発
揮
す
る
の
が
建
設
業
。
会
長
か
ら
い

つ
も
そ
う
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
災
害
復
旧

工
事
を
や
り
遂
げ
て
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
願
い
な
が
ら
、

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。常
務
執
行
役
員
の
髙
橋
勝
行
は
、お

だ
や
か
な
語
り
口
の
中
に
時
折
強
い
決
意
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　

２
０
０
４
年
夏
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
の
復
旧
工
事
が
よ

う
や
く
終
わ
っ
た
２
０
１
１
年
７
月
、
中
・
下
越
地
方
は
再
び
猛

烈
な
豪
雨
に
襲
わ
れ
た
。総
雨
量
は
７
年
前
の
集
中
豪
雨
の
２
倍

以
上
。
６
河
川
で
９
ヵ
所
の
堤
防
が
破
れ
、
住
宅
被
害
は
全
半
壊

約
８
５
０
棟
、
床
上
・
床
下
浸
水
約
８
６
７
０
棟
と
広
範
囲
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

災
害
発
生
直
後
か
ら
小
柳
建
設
の
社
員
た
ち
は
三
条
市
や
加

茂
市
な
ど
地
元
各
地
の
災
害
現
場
に
急
行
、音
を
立
て
る
濁
流
の

す
ぐ
そ
ば
で
応
急
復
旧
の
作
業
に
当
た
っ
た
。髙
橋
自
身
も
２
日

間
家
に
帰
ら
ず
、交
代
で
大
型
土
嚢
を
積
み
上
げ
た
。

　
三
条
市
を
東
西
に
横
断
し
、信
濃
川
に
合
流
す
る
五
十
嵐
川
で

も
、
堤
防
決
壊
、
越
水
が
各
所
で
発
生
し
た
。
本
格
的
な
復
旧
工

五
十
嵐
川
災
害
復
旧
助
成
事
業 

永
田
新
橋
床
板
・
取
付
道
路
工
事
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国
道
２
８
９
号
２
号
橋
梁
下
部
そ
の
３
他
工
事

土木事業部 所長

村山 宏樹
「さまざまな制約の中で、どの技術をどう
組み合わせれば、安全かつ工期通りに仕上
げられるか。毎日、頭をフル回転させまし
た」。最大斜度45度、スキージャンプ台よ
り勾配のきつい山腹に橋を支える橋台を
築く山岳現場で、現場責任者の村山宏樹
は、幾度も計画変更をしながら難度の高い
工事をやり遂げた。

歴史に埋もれた道を、
表舞台に。

い
。
着
工
か
ら
30
余
年
、
そ
れ
こ
そ
一
歩
一
歩
足
場
を
踏
み
固
め

る
よ
う
に
し
て
、
男
た
ち
は
道
路
を
前
へ
前
へ
と
延
ば
し
て
き

た
。
開
通
す
れ
ば
、
福
島
・
只
見
町
か
ら
県
境
を
越
え
三
条
市
ま

で
車
で
約
１
時
間
。救
急
車
が
最
寄
り
の
総
合
病
院
に
到
着
す
る

時
間
が
半
減
す
る
。
ま
さ
に
命
の
道
な
の
だ
。「
私
の
20
年
の
現

場
経
験
の
中
で
も
指
折
り
の
難
工
事
で
す
が
、小
柳
建
設
が
長
く

八
十
里
越
事
業
に
携
わ
る
中
で
培
っ
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
生
か
し
て
１
日
も
早
く
完
成
さ
せ
た
い
」（
土
木

事
業
部
所
長
・
村
山
宏
樹
）。

　
男
た
ち
は
今
日
も
難
し
い
山
岳
工
事
に
黙
々
と
挑
む
。受
け
継

い
で
き
た
技
術
と
新
た
な
道
の
完
成
を
待
ち
望
む
人
び
と
の
思

い
を
胸
に
。

悲
願
の
八
十
里
越
全
通
へ

受
け
継
が
れ
る
想
い
と
技
術

「
八
十
里　
腰
抜
け
武
士
の　
越
す
峠
」

　
幕
末
、越
後
長
岡
藩
家
老
の
河
井
継
之
助
が
官
軍
と
の
戦い

く
さ
で
深

手
を
負
い
、
敗
走
の
途
上
で
詠
ん
だ
句
と
さ
れ
る
。
河
井
は
生
き

て
再
び
越
後
の
地
を
踏
む
こ
と
は
な
く
、
こ
の
悲
劇
の
英
雄
に

と
っ
て
辞
世
の
句
と
な
っ
た
。

　
急
峻
な
山
々
と
深
い
渓
谷
を
縫
う
よ
う
に
続
く
峠
道
は
、実
際

に
は
八
里（
約 

32
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）の
距
離
し
か
な
い
の
だ
が
、 

そ
れ
が
10
倍
の
長
さ
に
も
思
え
る
こ
と
か
ら
古
来
、八
十
里
越
と

呼
ば
れ
て
き
た
。
そ
の
険
し
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
潟
県
中
越
地

方
と
福
島
県
南
会
津
地
方
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、古
く
は
戦
国
時
代
か
ら
食
料
や
生
活
物
資
を
運
ぶ
重
要
な

街
道
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
る

に
し
た
が
っ
て
そ
の
役
割
を
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、物
資
と
人
が
行

き
交
っ
た
こ
の
峠
道
は
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
て
い
っ
た
。

　

一
度
は
忘
れ
去
ら
れ
た
こ
の
街
道
を
現
代
の
土
木
技
術
で
表

舞
台
に
蘇
ら
せ
よ
う
と
す
る
試
み
が
続
い
て
い
る
。そ
れ
が
小
柳

建
設
も
長
く
関
わ
っ
て
い
る「
国
道
２
８
９
号　

八
十
里
越
」事

業
だ
。

　
一
筋
縄
の
工
事
で
は
な
い
。
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
を

約
20
キ
ロ
に
渡
っ
て
貫
く
工
事
区
間
の
ほ
ぼ
８
割
は
ト
ン
ネ
ル

と
橋
が
占
め
て
い
る
。
硬
い
岩
を
う
が
ち
、
深
い
谷
に
橋
を
架
け

る
難
工
事
が
延
々
と
続
く
。
し
か
も
、
国
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
で

あ
る
た
め
、
１
年
の
う
ち
半
年
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
工
事
が
で
き
な

急峻な斜面上にある作業現場までトロッコを設置、
作業効率が格段に向上した。

小柳建設の施工担当の橋台より、現場全体を臨む。最終的には谷の反対側のトンネルまで橋で結ばれる。
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環
２
仮
設
道
路
整
備
工
事
そ
の
４
ー
２

息を凝らして刻む、
最後の一歩。

東京の台所・築地市場は間もなく豊洲に移るが、その移転
ルート整備を小柳建設が担う。

現場から一望できる東京湾ウォーターフロントの伸びやか
な景観は、緊張感漂う現場と好対照をなす。

小柳建設は築地大橋へのアプローチ道路を担当。市場移転の物資運搬にはこの道路が使われる。

軟弱な地盤と老朽化した地中の水道管など難題の多い現場だけ
に、慎重な協議を重ねながら工事を進める。

東
京
の
２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
重
責

　

２
０
１
６
年
11
月
、東
京
の
台
所
が
ほ
ぼ
70
年
ぶ
り
に
大
移
動

す
る
。そ
の
一
大
事
業
の
移
動
ル
ー
ト
整
備
を
小
柳
建
設
は
担
っ

て
い
る
。

　

築
地
市
場
ー
。
11
ヵ
所
あ
る
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
で
最
も

古
い
歴
史
を
持
ち
、
水
産
物
の
取
扱
規
模
で
は
世
界
最
大
級
。

東
京
の
胃
袋
を
支
え
る
た
め
、
昼
夜
、
人
や
車
の
出
入
り
が
絶
え

ず
、
近
年
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
大
勢
の
訪
日
観
光
客
で
も

賑
わ
う
。

　
そ
の
築
地
市
場
が
築
地
大
橋
、
黎
明
大
橋
、
豊
洲
大
橋
と
３
つ

の
橋
を
経
て
直
線
距
離
で
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
豊
洲
へ

と
移
転
す
る
の
で
あ
る
。こ
の
ル
ー
ト
は
２
０
２
０
年
開
催
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、選
手
村
な
ど
が
あ
る
臨
海
部
と
競

技
場
が
あ
る
都
心
部
と
を
結
ぶ
環
状
２
号
線
の
一
部
で
も
あ
る
。

　

総
延
長
約
14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
環
状
２
号
線
の
ほ
と
ん
ど
は

完
成
し
て
い
る
が
、最
後
に
残
っ
た
未
開
通
部
分
が
築
地
市
場
敷

地
内
の
ト
ン
ネ
ル
区
間
。築
地
市
場
が
移
転
し
な
け
れ
ば
着
工
で

き
ず
、
市
場
移
転
の
遅
れ
は
、
東
京
五
輪
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の

完
成
の
遅
れ
に
直
結
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
移
転
ル
ー
ト
整
備
を

担
う
小
柳
建
設
に
は
重
い
責
任
が
の
し
か
か
る
。

　

小
柳
建
設
は
こ
れ
ま
で
、
東
京
都
の
事
業
を
数
々
請
け
負
い
、

そ
の
期
待
に
応
え
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
現
場
に
は
失
敗
が
許

さ
れ
な
い
緊
張
感
が
漂
う
。

　
工
事
期
間
中
も
築
地
市
場
は
24
時
間
稼
働
し
て
お
り
、現
場
の

す
ぐ
脇
を
行
き
交
う
人
や
車
の
動
き
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
う
え
、
埋
め
立
て
地
の
た
め
地
盤
が
軟
弱
で
、
地
中
に

は
古
く
な
っ
た
水
道
管
や
ガ
ス
管
が
埋
も
れ
て
い
る
。「
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
で
地
盤
を
確
認
し
、補
強
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
」と
東
京
工
事
事
務
所
土
木
部
所
長
の
安
藤
彰
は
安
全
第
一

を
強
調
す
る
。

　

老
朽
化
し
た
地
中
の
水
道
管
や
ガ
ス
管
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

な
い
よ
う
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
っ
て
軽
量
化
を
図
る
な
ど
細

心
の
注
意
を
払
う
。

　

豊
洲
新
市
場
開
場
と
東
京
五
輪
開
催
と
い
う
２
つ
の
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
が
る
最
後
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
、安
藤
ら
は

息
を
凝
ら
す
ほ
ど
の
慎
重
さ
で
仕
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

東京工事事務所 土木部 所長

安藤 彰
鉄道工事の経験も豊富な安藤だが、
「道路工事は技術の選択肢の幅が広
く、苦労も多いがやりがいもありま
す」と語る。
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「今はまだ、周りの人たちから
日々学んでいる段階ですが、将来
は“女性も活躍できる建設業”を
PRできる社員になりたいです」
（竹内）。

　2015年4月、小柳建設では初めて海外からの実習生を受
け入れた。やってきたのはベトナムの５人の若者。経済成
長著しいベトナムだが、道路や鉄道、電力などのインフラ整
備はまだまだこれから。日本の先進的な技術を学び、母国の
経済発展に役立ちたいという思いを胸に、はるばる海を越
えて新潟の地に降り立ったのだ。
　その実習生たちの指導役となったのが、舗道事業部副部
長の伊藤智克。日本語もまだおぼつかない彼らを、伊藤副部
長はすぐに現場に連れ出した。材料の運搬や現場の片づけ
など、できる仕事はいくらでもある。まずは身振り手振りで
教え、それでも通じなければスマートフォンの翻訳機能を
使って教えた。

　仕事が終われば毎日、日本語を覚えるために、漢字ドリル
をしながら日本語で日記を書いた。「成長の速い子供を見て
いるようで、会話や仕事の基礎は3 ヵ月くらいで身につけ
てしまいました」と伊藤副部長は目を細める。
　実習生の一人で、大学で電気工学を学んだグエン・アン・
アイン・トゥォンさん（22歳）は、「仕事は大変だけど、お
もしろい。ベトナムに帰っても建設の仕事がしたいです」 
と語る。
　「日本人の技術や丁寧な仕事ぶりを身につけて帰ってほ
しい」と伊藤副部長。今年も第２期の実習生を舗道事業部と
環境保全事業部で受け入れる。

　建設業の現場は典型的な男社会。暑さ寒さに耐え忍び、時
には材料を担ぎ、重機を操る。まさに、「タフでなければ生
きていけない」世界である。だが、小柳建設の現場では、入
社2年目の女性社員2人がいきいきと活躍している。
　舗道事業部技士の岡本真美は、舗装の現場で大型アスファ
ルトフィニッシャーの操作を任され、冬場は除雪ドーザー
を運転して除雪現場にも出動する。「最初は機械の操作がう
まくいかず落ち込むこともありましたが、上司や先輩から

『チームみんなでカバーするから、怖がらずにやれ』と背中を
押され、気持ちを切り替えることができました」と語る。

　一方、東京工事事務所土木部主任の竹内奈里子は１級土
木施工管理技士などの資格を持ち、現在は東京の現場で責
任者として施工管理の重責を担う。「資格を取得してからブ
ランクがあったので、現場責任者として不安もありました
が、周りの人たちがしっかりサポートしてくれて、小柳建設
のチーム力を実感しました」と笑顔で振り返る。
　世はダイバーシティ（多様性）の時代。女性をメンバーに
加えたことで、小柳建設の現場ではチームの結束力が一段
と高まっている。

　国土交通省北陸地方整備局信濃川下流河川事務所と小柳
建設は2016年2月、県立新潟県央工業高校の生徒を招いた
職場見学会を開催した。産学官が連携して建設業の仕事に
ついて理解を深めてもらおうという試みには、建設工学科
2年生の38人が参加。河川管理施設や建設現場などを見学
した後、同省若手職員と同校OBの小柳建設若手社員の体
験談を聞き、仕事のやりがいなどについて熱心に質問した。

　2015年5月、加茂市文化会館において「第1回小柳建設
グループ技術発表会」が開催された。これは、発表を通じて
現場での体験や知識を社員同士で分かち合い、グループ全
体の施工技術の底上げを図る初の取り組みである。当日は
論文審査を通過した9人が登壇、技術発表と質疑応答が行
われ、厳正な審査を経て最優秀賞が選ばれた。技術発表会は
今後も継続的に開催していく。

実習生5人は、すでに現場の大事な戦力として活躍している。

38人の高校生たちが建設現場などを訪れた。 発表内容は事例集としてまとめ、技術の伝承に活用していく。

ベトナムからの実習生受け入れ

現場で活躍する女性社員

新潟県央工業高校職場見学会 社内技術発表会

ロードローラーの運転資格試験を日本語で受け、
５人全員が合格した。

「大型機械を操作する私の写真を
見た小学生の娘は、『カッコいい、
お母さんだけどお父さんみたい』
と言っていました」（岡本）。

「日本で学んだ技術を母国で
役立ててほしい」（伊藤）。

母国の発展のために。
思いを胸にやって来た5人の若者。

女子のチカラで、
チーム力がさらにアップ。

次世代に引き継ぐ、
地域と建設への思い。

知識を分かち合い、
技術を伝承する。

社
内
で
の
取
組
み
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一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
。

た
っ
た
一
人
の
過
ち
が
、

す
べ
て
を
崩
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
一
人
全
力
で
、

互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

励
ま
し
合
い
な
が
ら
。

そ
れ
が
建
設
の
現
場
で
す
。

WORKBOLD
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